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詳しくは２～３ページをご覧ください

※写真撮影時以外はマスクを着けて活動

1ページ目 

砧地域社協だより第47号。令和4年11月1日発行。 

世田谷区社会福祉協議会は、誰もが安心して暮らせるまち、世田谷を目指し、区民の皆様

と共に、福祉のまちづくりを進める非営利団体です。 

砧地域社協は、地域の子育て支援に取り組んでいます。 

そのおもな４つの事業は、ファミリー・サポート・センター事業、こども食堂、子育てサ

ロン、砧地域おでかけマップです。 

詳しくは、2ページと3ページでご紹介します。 

  

  



援助会員さん・利用会員さんに、
活動（利用）について伺いました♪
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　Gさんの子育て時代は、ファミサポのような制度がなく、近所の方のご好意で預かってもらっ
たことが忘れられず、いつか援助活動をしたいと思っていたとのこと。
　「これから、活動を始めようと思っている方は、気負わないでぜひ体験していただけたら」と
思いを語られていました。

　現在は、お兄ちゃんの行事の時や、幼稚園のお迎えの間に、Sさん宅で活動しています。　
「次男（8ヵ月）を預かってもらうと行事にも集中でき、とても助かっています」とSさん。

　「まだ小さい赤ちゃんなので、抱いたり、おむつを替える際、緊張しました」と、初回の活
動で報告をいただいた、ファミサポ援助会員のGさん。利用会員のSさん宅で活動を開始して、
4ヵ月目になります。

元気な喃語が
可愛いです♥

　ファミリー・サポート・センター事業（ファミサポ）は、子育てをしてほしい方（利用会員）と
手助けのできる方（援助会員）が身近な地域で子育ての相互援助を行う会員制のしくみです。

１週間会わないと成長し
ていて、その変化をお母
さんと一緒に喜び合える
ことがうれしいです

気負わないでぜひ体験を

「ファミサポ」をご存知ですか。

利用会員登録案内
サイトはこちらから ▼

ファミリーサポートきぬた
☎ 03-5727-6101 FAX 03-5727-6103

「お母さんと成長を喜びあえることが嬉しい」

援助会員にご興味を持たれた方はP.7 をご覧ください♪

ファミサポをご利用いただくには事前に利用会員登録が必要です。
「世田谷区社会福祉協議会」のホームページから登録申請の手続きができます。
登録後の利用申込みは下記までご連絡ください。

２ページ目 

このページは、ファミリー・サポート・センター事業、略してファミサポの紹介です。 

ファミサポをご存じですか。 

これは子育てをしてほしいかた、すなわち利用会員と手助けできるかた、つまり援助会員

が、身近な地域で子育ての相互援助を行う会員制のしくみです。 

活動について双方にうかがいました。 

援助会員さんは、「最初は緊張したが1週間会わない間にも、あかちゃんが成長していて、

その変化をお母さんと喜びあえることがうれしい」とおっしゃり、「これから活動してみ

ようかと考えているかたは、是非気負わないで体験してほしい」と思いを語られました。 

一方利用会員さんは、「下の子を預かってもらうと、お兄ちゃんの行事にも集中できてと

ても助かっている」と感想をのべておられます。 

ファミサポの利用には、事前に利用会員登録が必要です。世田谷区社会福祉協議会のホー

ムページから申請手続きができます。登録後はファミリーサポートきぬた、電話03-5727-

6101までご連絡ください。 

  

  

3ページ目 

このページは、4項目からなっています。 

ひとつめは、成城8丁目であらたに始まった、「まんぼう子ども食堂」の紹介です。 

子ども食堂は、共働き家庭や、ひとりおや家庭などの、遅くまでひとりで過ごす子どもた

ちの孤食や、経済的理由による欠食を減らすため、無料または安価な料金で食事の提供な

どを行う地域活動です。まんぼう子ども食堂スタッフは、こどもたちが笑顔でお腹いっぱ

い食べられる、応援やお手伝いがしたくて活動しています。「愛情たっぷり、こころを込

めて、ご飯をつくっています。たくさん食べてニコニコになってね。お手伝いのボランテ

ィアも募集しています」とのことです。 

 

２つめは、子育てサロンについてです。砧地域では、さまざまな子育てサロンが活動して

います。 

人と人がつながり、なにげない話をすることで、子育ての不安解消やリフレッシュができ

ます。「コロナ禍で出かける機会も制限されたが、サロンがあってよかった」と参加者の

声もきかれました。 

 

３つめは、子育てサロンや子供食堂を始めるお誘いです。 

社協では、立ち上げから運営まで、皆様の想いに添って、できる限りの支援をしています。 

例えば、補助金や助成金の申請支援、活動場所の調整、広報支援やボランティア派遣など

です。 

 

最後の記事は、砧地域おでかけマップを作成した報告です。 

これは、子育てサロン、子ども食堂、ファミリーサポートセンター事業を一挙にご紹介し

たものです。 

砧地域社協事務所や、各社協地区事務局でお渡ししています。 

  

  



子育てサロン・子ども食堂はじめませんか？
　立ち上げから運営まで、皆さまの想いに添って、
できる限りの支援をしています。
　子どもたちや保護者の方の居場所として、
一緒に子育てサロン・こども食堂をはじめませ
んか？？

★補助金・助成金の申請支援　
★活動場所の調整　
★広報支援　★ボランティア派遣
など

社協ではどんな支援があるの？
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砧地域おでかけマップを作成しました！
　子育てサロン、子ども食堂、ファミリー・サポート・センター事業等をご紹介
する「砧地域おでかけマップ」を作成しました。子育てに是非お役立てください。
　マップは砧地域社協事務所、各社協地区事務局でお渡ししています。

砧地域で

新たに

　子ども食堂は共働き家庭やひとり親家庭などで遅くまでひとりで過ごす子どもたちの「孤食」や経済的理
由による「欠食」などを少しでも減らすため、無料または安価な料金で食事の提供などを行う地域活動です。
　今年 7月に砧地域で成城 8丁目に「まんぼう子ども食堂」が始まりましたのでご紹介します。

　「近所に子どもを連れて交流できる場
所があるといいな」、「広い場所で体を動
かしたいな」などと、思っていませんか？
人と人とが繋がり、何気ない話をするこ
とで、子育ての不安の解消やリフレッシュ
ができたりします。そんな場所はコロナ
禍だからこそ必要とされています。

砧地域で様々な子育てサロンが活動しています！

『私たちは、子どもたちの応援団です。
「子どもたちが笑顔で、お腹いっぱい食べられる応援・お手伝い
したい！」という想いで活動しています。
友達、親子、地域の皆さんと繋がれる、ホッとできる居場所の
一つとして、愛情たっぷり、心を込めてご飯を作っています。
たくさん食べて、ニコニコになってね！
一緒にお手伝いしてくださる、ボランティアも募集しています。』

まんぼう子ども食堂 スタッフより

「まんぼう子ども食堂」がはじまりました！

ただいま、子育てサロン活動中！
【参加者の声】

◇�コロナで誰にも会わず、出
かける機会も制限された。
サロンがあってよかったです。

◇�久しぶりに大人と話ができ
て嬉しい！広い畳の上で思
い切りハイハイをさせるこ
とができる。
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祖師谷 2丁目にある公社祖師谷住宅は並木の緑が美しい
団地ですが、高齢住民が多く、ご年齢からくるお悩みも多
いエリアです。公社けやきの会では「公社けやき運動サロ
ン」を開催し、住民の交流と体力維持に役立てています。
運動サロンのあとは話し合いの機会をもったり、「出前相
談会」も企画しています。そのほか、衣料品や日用品、大
物雑貨などを買えるように「買い物ツアー」や、リヤカー
で高齢者宅を訪れ「古着古布回収支援」を実施しました。
８月からは地元の「福田農園」から採れたて野菜を預り、
サロン内に並べています。皆で楽しみながらできることを
すすめています。

喜多見地区は区内西側に位置し、国分寺
崖線の下側で南北に５ｋｍ、東西に２．３
ｋｍととても広く、その中には交通が不便
だったり商店が少ない地域もあります。
買い物支援として、㈱ＪＡ東京中央セレ

モニーセンターのご協力によるお買い物ツ
アー（月１回、喜多見商店街への送迎）や
魚屋による移動販売会（宇奈根ふれあいの
家）を実施しています。

『買い物ツアー』

魚屋の移動販売会

「公社けやきの会」

喜多見地区協議体

喜多見地区

祖師谷地区

地域で安心して暮らせるために

各地区での生活支援サービスの
   創出に向けた取り組みを
   ご紹介します４ページ目 

ここでは地域で安心して暮らせるための、生活支援サービスを作り出す取り組みをご紹介

します。 

 

４ページでは、祖師がやと、きたみ地区での取り組みです。 

まずは祖師がや地区、公社けやきの会の活動。 

祖師がや２丁目にある、公社祖師がや団地では、高齢住民が多く、「公社けやき運動サロ

ン」を開催し体力維持と、住民の交流に役立てています。運動の後は皆で楽しくできる支

援についての話し合いです。「出前相談会」の企画、「買い物ツアー」や、「古着古布回収

支援」を実施しました。8月からは、地元の福田農園の野菜を預かり、サロン内に並べてい

ます。 

 

次にご紹介するのは、きたみ地区協議体の活動についてです。 

とてもひろいきたみ地区は、交通が不便だったり、商店が少ない地域もあるので、買い物

支援を実施しています。JA東京中央セレモニーセンターのご協力により、月に1回、きたみ

商店街への送迎をおこなっています。 

また、宇奈根ふれあいの家で、魚屋による移動販売会も実施しています。 
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成城 8丁目都営団地を中心に、
ご近所同士がゆるやかに繋がり
あえる地域となるようお手伝い
しています。団地自治会や近隣
施設・住民と一緒に、「ふらりと
相談会（都立病院による出張相
談会）」や「ぷちサポ（電球交
換等 15 分以内の簡単なお手伝
い）」、気軽に集える「お気軽カ
フェ」等を開催しています。一
緒に活動してくれる仲間も募集
しています♪

希望ヶ丘団地では「高齢者を
支える仕組みづくり」について、
住民や関係機関を交えて協議を
行っています。気軽に悩みが話せ
る「相談会」、居場所と高齢者への
お役だち情報を提供する「老いじ
たくサロン」、コロナを必要以上に
恐れないための講座「新型コロナ
を学び・正しく恐れよう教室」など
様々な取り組みを実施しています。

「きぬた☆手をつなごう会」ではコロナ禍で不安を
抱えながら子育てをする家庭を応援するため「みん
なの子育て広場」を開催しています。８月は目黒星
美学園高等学校の生徒による「紙芝居と絵本の時間」、
助産師による子育てアドバイス、砧地区子ども食堂
のお話しなど盛りだくさんの内容でした。「紙芝居と
絵本の時間」では読み聞かせに赤ちゃんも夢中になっ
ていました。助産師の「お子さんの成長を感じたこ
とは？」には「そういえば今朝こんなことが」とお
話に熱が入り、楽しい時間を過ごしました。

『お気軽カフェ』

新型コロナを学び・正しく恐れよう教室

みんなの子育て広場

「高齢者を支えあう会」

「成城8989ネットワーク」

きぬた☆手をつなごう会

きぬた地区

船 橋 地 区

成 城 地 区

5ページ目 

ここでは、成城地区と船橋地区、および、きぬた地区の取り組みの紹介です 

成城8丁目都営団地を中心に、ゆるやかに繋がりあえるよう、お手伝いをしているのは、「成

城ワクワクネットワーク」です。 

団地自治会や近隣の住民や施設もいっしょに、「ふらりと相談会」という、都立病院の出

張相談をしたり、15分以内の簡単なお手伝いをする、「ぷちサポ」、そのほか、気軽に集え

る、「お気軽カフェ」を開催しています。一緒に活動できる仲間も募集中です。 

 

次は船橋地区の、「高齢者を支えあう会」についてです。 

ここでは、孤立化の不安をかかえる、希望がおか団地の高齢者を支える、仕組みを作ろう

と、住民や、関係機関を交えて協議を進めています。 

悩みごとを話せる相談会や、お役立ち情報を提供する、「老い支度サロン」をはじめ。 

コロナについて、必要以上に恐れないため、「新型コロナを学び、ただしく恐れよう教室」

など、さまざまな取り組みをおこなっています。 

 

最後はきぬた地区の、「きぬたてをつなごう会」についてです。 

きぬたてをつなごう会では、コロナ禍の子育てを応援するため。「みんなの子育て広場」

を開催しています。 

8月は、目黒せいび学園高校の生徒による、紙芝居と絵本の時間や、助産師の子育てアドバ

イス、砧地区子ども食堂の話など、盛りだくさんの内容でした。赤ちゃんは、紙芝居や、

絵本の読みきかせに、夢中になっていましたし、親御さんも、助産師さんとの会話が弾み、

楽しい時間を過ごされていました。 

  

  



（令和４年４月１日～令和４年９月９日）
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歳末たすけあい・地域支えあい募金報告
　募金の一部は、支援を必要とする方へのお見舞金・お祝い金として
お届けすることができました。
　また、地域福祉の充実を図るため、令和４年度の地域福祉活動費等に
使わせていただきます。

1. 募金総額   （砧地域社協事務所）              4,708,525 円
                    （世田谷区社会福祉協議会）　24,877,595 円
�

砧地域社協事務所：地区社協別募金額 世田谷区社会福祉協議会：地域社協別募金額
地区社協名 募金額 地域社協事務所名 募金額

祖師谷 724,860 円 世田谷地域 7,484,927 円
成　城 1,239,864 円 北沢地域 4,442,316 円
船　橋 1,225,555 円 玉川地域 7,140,851 円
喜多見 778,100 円 砧地域 4,708,525 円
きぬた 577,600 円 烏山地域 1,080,628 円
事務局 162,546 円 本　部 20,348 円
合　計 4,708,525 円 合　計 24,877,595 円

2. お見舞金 ･ お祝い金
対象 単価 (円 ) 砧地域社協 世田谷区社協

① 支援を必要とする世帯 1世帯  10,000円
+1人 2,000円加算

56名
320,000円

264名
1,636,000円

②
支援を必要とする世帯児
童 ･中学校入学生徒入学
お祝い金

15,000円 0名
0円

6名
90,000円

①～②の合計 320,000円 1,726,000円

令和 3年度

ご協力
ありがとう
ございました。

※�寄付者様のご希望により氏
名・金額等掲載しない場合
がございます。

沢山のご寄付をいただき、誠に
ありがとうございました。寄付
は、ご意向に沿った形で地域福
祉に活用させていた
だきます。

☆寄付金以外にも食品など多くの寄付をいただきました。

月　日 氏　　　名 金　額
4月 1日 匿名 17，700円
5月 2日 旧てまりの会　代表　浅山恵子　様 5，465円
6月 9日 東京土建世田谷支部千歳分会　様 5，000円
6月10日 長島　雪蔵　様 20，000円
6月17日 髙木　資長　様 35，000円

7月 1日 祖師谷地区ごみ減量・リサイクル推進委員
会長 福島 美佐保　様 3，297円

8月 5日 匿名 ー
9月 6日 八木　賢二様 ー

寄付金の
ご報告

善意のご寄付ありがとうございました。

６ページ目 

このぺージでは、２つの報告があります。 

ひとつめは、令和３年度、歳末たすけあい、地域支えあい募金報告についてです。 

募金の一部は、支援を必要とするかたへの、お見舞金、お祝い金としてお届けしています。 

また、地域福祉の充実を図るため、令和４年度の地域福祉活動費などに、使わせていただ

きます。 

募金の内訳は、次のとおりです。 

募金総額の報告です。 

砧地域社協事務所は、4,708,525円 

世田谷区社会福祉協議会全体では、24,877,595円でした。 

砧地域社協事務所の地区社協別募金額は、 

祖師がや 724,860円 

成城 1,239,864円 

船橋 1,225,555円 

きたみ 778,100円 

きぬた 577,600円 

事務局 162,546円です。 

 

配分内訳をみてみます。 

お見舞い金、お祝い金についてです。 

支援を必要とする世帯は、砧地域社協で56名。金額は320,000円 

お祝い金については、対象となる支援を必要とする世帯の小学生、中学生、高校生はいら

っしゃらなかったので、利用は0でした。 

ご協力をありがとうございました。 

2つ目の報告は、令和4年4月1日から9月9日までの寄付金についてです。 

8名のかたから、善意のご寄付をいただき、また、寄付金以外にも多くのかたから、食品な

どもたくさん頂戴しました。厚くお礼申し上げます。寄付はご意向に沿った形で地域福祉

に活用させていただきます。 
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社協会費募集中間報告

【実施主体・問合せ先】※いずれかのHPよりお問合せください

■�フォスターホームサポートセンター
　ともがき（社会福祉法人東京育成園）
　世田谷区の「フォスタリング機関」と
して、里親制度の普及啓発事業や、里親
の養育に関する研修事業を運営。

■NPO法人バディチーム
　世田谷区の「里親支援のための育児
家事援助者派遣事業」を受託実施。
　その他、さまざまな困難や背景を抱
えた家庭に対する訪問型支援を行う。

【問い合わせ先】
世田谷区ファミリーサポートセンター
電　話：03-5429-1200 ＦＡＸ：03-5429-1202

　虐待や親の病気など、さまざまな事情から生みの親の元を離れて暮らす子どもたちがこの世田谷区に
も100 名以上います。こうした子どもたちを一定期間、家庭で預かり養育する仕組みが「里親制度」で
すが、里親の数は不足しているのが現状です。
　「里親と養子って何が違うの？」「里親になってみたいけれど、何から始めればいいの？」「里親になるの
はハードルが高いけど、私にも何かできることない？」などの疑問にお答えする出前講座を実施しています。
各種子育て支援ネットワークの勉強会や研修会等へぜひお招きください。困難に陥った子どもも地域み
んなで育てていくため、みなさんの力をお貸しください！

～地域の子育てを応援しよう～子育て支援者養成研修受講生募集
「コロナ禍で里帰り出産ができない」「実母が上京できない」
そんな状況が増えており、援助会員として活動してくださる方を大募集中です！

対 象 ファミリー・サポート・センター事業の援助会員として子ども（生後43日
～小学6年生）の一時預かりや送迎ができる18歳以上の方

日　 程 令和5年1月２４日～2月２４日（全6日間）

内　 容 安心･安全な活動に必要な科目 計25時間

受 講 料 ２，０００円（テキスト代）

募集開始日 12月1日(区のおしらせ ｢せたがや｣ 掲載日) 
スマートフォン
はこちらから↓

※�援助会員の活動に関する情報は社協ホームページで！

※詳しくは、募集開始日以降に社協ホームページ等でご確認ください。

＊少人数・オンラインでも実施しています
　ぜひお気軽にご相談ください

里親制度と里親家庭支援についての
出前講座を実施しています

～世田谷の子どもを世田谷で育てるために～　あなたの力を貸してください！

令和４年９月９日現在

地区名
一般会員 特別会員 法人会員 合計

金額（円） 件 金額（円） 件 金額（円） 件 金額（円） 件
祖師谷 200,770 492 512,000 16 0 0 712,770 508 
成城 853,970 2,433 121,100 15 75,000 14 1,050,070 2,462 
船橋 465,025 867 150,000 21 140,000 27 755,025 915 
喜多見 1,195,970 3,022 115,700 20 30,000 6 1,341,670 3,048 
砧 6,500 5 85,000 12 40,000 7 131,500 24 

事務局 0 0 0 0 0 0 0 0 
合計 2,722,235 6,819 983,800 84 285,000 54 3,991,035 6,957 

７ページ目 

このページは1件の報告と、２つのご案内です。 

まずは、社協会費中間報告について 

9月9日現在の中間報告です。 

祖師がや地区508件、712,770円、成城地区2,462件、1,050,070円、砧地区24件、131,500円、

船橋地区915件、755,025円、きたみ地区3,048件、1,341,670円、砧地域合計6,957件、

3,991,035円のご協力をいただきました。ありがとうございました。 

 

次は、里親制度と里親家庭支援についての、出前講座のご案内です。 

世田谷区でも、虐待や、親の病気など、さまざまな事情から、生みの親のもとを離れて暮

らす子供がいます。こうした子どもたちを、一定期間、家庭で預かり、養育する仕組みが、

「里親制度」です。 

里親になってみたいけど、なにをどうすればよいのか、などといった疑問に、勉強会や研

修会などに、お招きいただければ、ご説明にあがります。 

問い合わせは、フォスターホームサポートセンター、あるいは、NPO法人バディチーム、い

ずれかのホームページまでお願いします。 

このページの最後の記事は、子育て支援者養成研修受講生募集の案内です。 

援助会員として、地域の子育てを応援してくださるかたを、大募集しています。 

対象は生後43日から、小学6年生までの子どもの一時預かりや、送迎ができる18歳以上のか

たです。 

日程は、令和5年1月24日から、2月24日までのうち6日間です。詳しくは12月1日以降に、社

協ホームページなどをご覧ください。 

問い合わせは、世田谷区ファミリーサポートセンター、電話03-5429-1200までお願いいた

します。 

  

  



8ページ目 

このページは歳末たすけあい、地域支えあい募金についてです。 

この募金は、東京都共同募金会が主催し、世田谷区、世田谷区町会総連合会、世田谷区赤

十字奉仕団、世田谷区民生委員児童委員協議会の協力により、世田谷区社会福祉協議会が

実施しています。 

 

皆さまからいただいた募金の使いみちは、すべて世田谷区の福祉事業に活用します。支援

を必要とする世帯へのお見舞金や、支援を必要とする世帯の小中高校生への入学お祝い金

や、地域福祉推進のための支えあい活動、子ども食堂への運営支援金など、地域福祉活動

費に活用します。 

歳末たすけあい、地域支えあい募金にご協力をお願いします。 

以上、発行は砧地域社会福祉協議会事務所、電話03-5727-6101__ 

 


